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開始残高の登録 

 
 

開始残高を登録するための準備 

開始残高を登録するには、残高を確認するための資料が必要となります。 
残高確認のための帳票としては、残高試算表があげられます。残高試算表を作成していない場合には、総

勘定元帳にもうけた全勘定科目の残高をピックアップすれば、残高試算表の残高と同じものとなります。 
 
開始残高の登録の有無、どの時点の残高を登録するかは以下を参照してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
開始残高は仮登録（貸借不一致）の状態でも運用（取引入力）を開始できます。 
ただし、開始残高が不一致であるため、元帳や財務諸表に集計される金額は正しいものではありません。で

きるだけ早めに正しい開始残高を登録するようにしてください。 
 
 
 
 
 
 

開始残高の登録が必要です。取引の入力開始月はいつにしますか？ 

期首（当期分のすべての取引を登録） 

前期末の残高を登録します。 

開始残高の登録は不要です。取引

の入力を開始できます。 
新規創業 事業を継続して営んでいる 

期中（会計期間の途中の月初から取引を登録） 

入力開始月の前月繰越高（＝前月末残高）を登録しま

す。 
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開始残高登録画面を開く 

開始残高登録画面を開きます。［メニュー］タブの［設定業務］で［開始残高登録］アイコンをクリックすると開

きます。 
 

 

 
 
［設定業務］と［データ管理］メニューしか表示されない方もいらっしゃるかと思います。［導入完了］操作を行

うと全メニューが利用可能となります。現在は、そのまま操作を進めてください。 
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期中（会計期間の途中の月初）から取引を登録する場合は、［オプション］で設定を変更します。 
［オプション］ボタンをクリックするとダイアログが開きます。［損益計算書・製造原価報告書関連の科目の残

高も登録する］を選択（チェック）してください。 
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開始残高を登録する 

［設定］ボタンをクックします。開始残高の登録が可能な画面に切り替わります。 
 

 
 
開始残高登録の操作方法については、インストールと同時にコピーされる PDF ファイルによる操作マニュア

ルを参照してください。 
タブの右側にある［操作マニュアル］やメニューバーの［ヘルプ］－［操作マニュアル］で開きます。 
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